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（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
   （e）は、前回予想（２０１７年１月公表値） 
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１．２０１７年３月期業績ハイライト 
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２０１７年３月期業績（ハイライト） 
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（億円） 

・実績レート：１ＵＳＤ＝１０８円、１ＥＵＲ＝１１９円 
*1 調整後営業利益：売上収益から売上原価ならびに販売費及び一般管理費の額を減算して算出した指標 
*2 ＥＢＩＴ（Ｅａｒｎｉｎｇｓ Ｂｅｆｏｒｅ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ ａｎｄ Ｔａｘｅｓ）：税引前利益から受取利息及び支払利息を除外した数値 

１７/３実績 
増減額 

前回予想比(e) 

増減率 

売上収益 ６,４４５ 

ＥＢＩＴ*2 

税引前利益 

当期利益 

５３６ 

５３９ 

４０２ 

一株利益  ２９２円０８銭 

一株配当   ８０円００銭 

ＲＯＥ １１.９％ 

ＦＣＦ ＋３１６ 

調整後営業利益*1 ５７３ 

＋１５６ 

＋５４ 

＋４２ 

 ＋１５円００銭 

 ＋３０円４０銭 

＋７０ 

＋０.３％ 

＋５４ 

＋２％ 

＋１１％ 

＋１２％ 

＋１１％ 

増減額 

前期比 

増減率 

＋１０２ ＋２２％ 

＋１４５ 

＋１９ 

＋１２ 

 ＋１０円００銭 

 ＋８円５０銭 

＋７６ 

＋０.３％ 

＋１８ 

＋２％ 

＋４％ 

＋３％ 

＋４％ 

＋４８ ＋９％ 
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２０１７年３月期業績（セグメント別） 
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（億円） 

１,７７０ 

１,０２７ 

９８５ 

２,５６８ 

２６６ 

１５３ 

１１ 

３５ 

１,８６１ 

１,２４５ 

９１６ 

２,５０２ 

２７１ 

２７０ 

２１ 

２３ 

＋５％ 

＋２１％ 

△７％ 

 △３％ 

＋５ 

＋１１７ 

＋１０ 

△１２ 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 
売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

前期比 １７/３ 実績 １６/３ 実績 

６,２９０ ４８２ ６,４４５ ５３６ 全社合計 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

＋２％ ＋５４ 

１,８６０ 

１,２４３ 

９０８ 

２,４５９ 

２７１ 

２６５ 

１６ 

２２ 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

１７/３ 予想(e) 

６,３００ ５１８ 

電子デバイス 
システム 

科学・医用 
システム 

産業 
システム 

先端産業 
部材 

＊全社合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれています。  
＊２０１６年３月期のＥＢＩTには、確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行した影響額（３８億円）を含んでいます。 
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２０１７年３月期業績（偏差説明） 
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売上収益・ＥＢＩＴ 偏差説明（２０１６年３月期比較） 

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 医用分析装置の大口案件増加および中国市場向け販売増により 
９１億円増収 

電子デバイスシステム： 顧客の堅調な次世代先端プロセス投資およびメモリー量産投資 
により、販売が好調に推移し２１８億円増収 

先 端 産 業 部 材 ： 素材価格低迷の影響とスマートフォン関連部材の販売減により 
６６億円減収 

売上収益 （ ６,２９０億円 → ６,４４５億円   ＋１５６億円 ） 

ＥＢＩＴ   （ ４８２億円 → ５３６億円   ＋５４億円 ） 
電子デバイスシステム： 売上収益と同様の理由により１１７億円増益 

前年同期のＥＢＩＴには確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行した影響額
（３８億円）を含む 
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２０１７年３月期業績（財政状態計算書〔要約〕） 
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流動資産 ４,７３２ ＋６１４ 流動負債 １,９８７ ＋３１０ 

  現金および現金同等物 １,８９８ ＋２０４   営業債務 １,２１３ ＋１１４ 

  営業債権 １,４６６ ＋１２０   その他 ７７４ ＋１９６ 

  棚卸資産 １,００９ ＋７５ 非流動負債 ３１８ △１０４ 

  その他 ３６０ ＋２１５   退職給付に係る負債 ２６１ △７０ 

非流動資産 １,１４６ △４７   その他 ５７ △３５ 

  有形固定資産 ７０８ ＋１ 資本 ３,５７２ ＋３６２ 

  無形資産 ７９ △２４ 親会社株主持分 ３,５６９ ＋３６１ 

  その他 ３５９ △２３   非支配持分 ３ ＋０ 

資産合計 ５,８７８ ＋５６７ 負債および資本合計 ５,８７８ ＋５６７ 

 ２０１７年３月末 （億円） 
１６/３末比 １６/３末比 

・一株当たり親会社株主持分 ２,５９５円１８銭（１６/３末比 ＋２６２円６８銭）  
・親会社株主持分比率：６０.７％ 
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 営業活動に関するキャッシュ・フロー ＋６０５  財務活動に関するキャッシュ・フロー △１０５ 

   当期利益 ＋４０２    配当金の支払 △１０３ 

 減価償却費 ＋１０５  その他 △１ 

   運転資金 △３１  換算差額 △７ 

 法人所得税支払および還付 △３６   

   その他 ＋１６５     

 投資活動に関するキャッシュ・フロー △２８９   

   有価証券および 
 その他の金融資産の取得・売却 ＋７５ 

   有形固定資産および 
 無形資産の取得・売却 △１１２ 

 その他 △２５２ 

 フリー・キャッシュ・フロー ＋３１６ 

２０１７年３月期業績（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕） 

8 

（億円） １７/３ １７/３ 

 現金および現金同等物 

    期首残高 １,６９４ 

    増減額 ＋２０４ 

    期末残高 １,８９８ 

１７/３ 
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２．中期経営戦略進捗状況 

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
   （e）は、前回予想（２０１６年１０月公表値） 
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中期経営戦略① （２０１６年４月決算発表時資料） 

10 

“変える勇気・変わる勇気を持って進む” 

 個別化されたニーズにきめ細かく応え、高度な専門性でソリューションを提供 

 全体最適の視点で、現場の社員が自ら考え、判断、行動する意識改革を推進 

さらなるお客様志向への変革 

自律分散型組織への変革 

• 震災復興（建屋整備他） 
• 事業構造改革（有機ＥＬ･実装･後工程） 

• ２０２０年に向けた成長サイクルの形成 
（Ｒ＆Ｄ･ＩＴ/サービス･インオーガニック投資） 

～ＦＹ１５ ～ＦＹ１８ 

主力事業で継続的に収益を確保しつつ、次世代につながるリソース増強・投資を推進 

成長戦略実現に向け、マネジメントを「Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と「Ｍａｔｅｒｉａｌｓ」に区分 

科学・医用 
システム 

電子デバイス 
システム 

先端産業 
部材 

従来：セグメントごとのマネジメント 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

科学・医用 
システム 

電子デバイス 
システム 

産業 
システム 

産業・ＩＴ 
システム 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

先端産業 
部材 

基本方針 

中期経営方針 

ビジネスモデルの違いを勘案し 
マネジメントを「Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と「Ｍａｔｅｒｉａｌｓ」に区分 

提供する価値およびターゲットを設定 

ファインテック 
システム 
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中期経営戦略② （２０１６年４月決算発表時資料） 

11 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

手持ち資金活用による 
さらなる事業投資 

事業を支える製造能力の拡充と生産技術力の強化 
デモ設備等の拡張による顧客とのコラボレーションの深化 

ＥＢＩＴに占めるサービス事業
＊

の割合：５０％以上を維持    

 ＥＢＩＴマージン率 １０％以上を維持 

 ＥＢＩＴ絶対額 ５０億円以上を実現（２０１８年度） 

収益性 

事業 
投資 

サービス 
比率 

売上 
収益 

市場の伸びを上回る成長の実現 

        目標達成に向けて成長戦略を策定・実行 ＫＰＩ 

成長戦略実現に向けて積極的に投資を実行 投資戦略  （２０１６～２０１８年度累計） 

事業ごとの売上収益ＣＡＧＲ ＞ 市場成長率 

研究 
開発 

配当性向３０％をめざし、安定配当を維持 株主還元 

設備 
投資 

バイオ・メディカル事業を中心に増額（２０１３～１５年度比 ３０％増） 

*サービス事業：製品保守サービス、ＩＴソリューション、商事サービス等 

投資規模 

８００億円 

４００億円 

３００億円 
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ＥＢＩＴマージン率１０％以上を維持 

中期経営戦略進捗状況 （２０１７年３月期） 

12 

収益性 

サービス 
比率 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ ＥＢＩＴ絶対額５０億円以上を実現（２０１８年度） 

ＥＢＩＴに占めるサービス事業の割合５０％以上を維持    

科学・医用システムの医用分析装置、 
電子デバイスシステムのプロセス製造装置・ 
評価装置ともに販売が好調に推移し、 
１０％以上を維持 

１７/３ 実績 １６/３ 実績 

１３％ １１％ 

１７/３ 予想(e) 

１２％ 

１７/３ 実績 １６/３ 実績 

２３億円 ３５億円 

１７/３ 予想(e) 

２２億円 

素材価格低迷の影響とスマートフォン関連 
部材の販売減により前期比で減益となるも 
前回予想(e)を達成 

１７/３ 実績 

５７％ 

１６/３ 実績 

５９％ 

１７/３ 予想(e) 

６１％ 

自社製品の販売増により比率は低下するも、 
５０％以上を維持 
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３．２０１８年３月期業績予想 

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
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２０１８年３月期業績予想（ハイライト） 

14 

売上収益 ６,８００ 

１８/３予想 

ＥＢＩＴ*2 

税引前利益 

当期利益 

４６０ 

４６０ 

３５０ 

一株利益  ２５４円４９銭 

一株配当   ７５円００銭 

ＲＯＥ ９.５％ 

ＦＣＦ ＋３０ 

（億円） 

・想定レート：１ＵＳＤ＝１０５円、１ＥＵＲ＝１１０円 

＋３５５ 

△７９ 

△５２ 

 △５円００銭 

 △３７円５９銭 

△２８６ 

△２.４％ 

△７６ 

＋６％ 

△１５％ 

△１３％ 

△１４％ 

増減額 

前期比 

増減率 
１７/３ 実績 

調整後営業利益*1 ４６０ △１１３ △２０％ 

６,４４５ 

５３６ 

５３９ 

４０２ 

 ２９２円０８銭 

  ８０円００銭 

１１.９％ 

＋３１６ 

５７３ 

*1 調整後営業利益： 売上収益から売上原価ならびに販売費および一般管理費の額を減算して算出した指標 
*2 ＥＢＩＴ（Ｅａｒｎｉｎｇｓ Ｂｅｆｏｒｅ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ ａｎｄ Ｔａｘｅｓ）：税引前利益から受取利息および支払利息を除外した数値 
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５３６  

0  

300  

600  

１７/３実績 １８/３予想 

15 

２０１８年３月期業績予想（前期比増減要因：ＥＢＩＴ） 

成長 
戦略投資* 

△８８ 

為替 
影響 
△３２ 

売上 
拡大 
＋３５ 

（億円） 

*成長戦略投資：研究開発費、減価償却費、海外人件費 

２０２０年に向けた成長サイクルを形成する成長戦略投資を推進  
  - 製品開発強化のための研究開発投資 ４２億円 
  - 製造能力・生産技術力の強化、顧客との連携強化に向けた設備投資 ２５億円 
  - グローバル体制強化への人財投資  ２０億円 

原価 
低減他 

＋９ ４６０ 
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２０１８年３月期業績予想（前期比増減要因：ＥＢＩＴ/成長戦略投資） 

科学・医用 
システム 

減価 
償却費 

電子デバイス 
システム 

・事業拡大に向けた製品ラインアップ拡充 
    新規事業：第２世代ＤＮＡシーケンサ、遺伝子検査装置 等 
    既存事業：医用分析装置他、次期モデル開発 

・サーバー用途拡大・フラッシュメモリ需要増、ＩｏＴ市場の成長 
    ３Ｄ-ＮＡＮＤ向け製品の強化、非先端半導体向け製品の強化 

研究 
開発費 

科学・医用 
システム 

電子デバイス 
システム 

・コスト競争力のある生産体制確立   製造拠点の生産能力拡大 
・グローバル対応力強化   海外デモラボ・研究開発拠点の拡充 

・アーリーコラボレーションのオンサイト開発体制強化 
   開発機、顧客デモ機等設備投資の増強 

海外 
人件費 

科学・医用 
システム 

電子デバイス 
システム 

・グローバル化推進に向けた人財リソース増強 
    「日立診断産品(上海)」設立、 
   スウェーデン・Ｓｐｅｃｔｒａｌ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ社の子会社化における 
   販売・サービス体制強化 
    
・新たな顧客ニーズに対応する開発体制の強化 
   海外エンジニアリングサイト強化のための開発者増強 

＋１６億円 

＋２０億円 

＋１５億円 

＋１０億円 

＋７億円 

＋８億円 

前期比 セグメント 具体的な取り組み内容 
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４．セグメント別事業戦略 

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
   （e）は、今回予想（２０１７年４月公表値） 
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        全ての体外診断市場におけるグローバルプレーヤーになる 事業ビジョン 

市場環境 基本戦略と経営課題 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

【生化学・免疫検査市場(装置・試薬合計)】  
■ 成熟市場 (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

   ・生化学検査 ２％ ・免疫検査 ５％   

■ 中国・新興国は依然成長を維持(特に免疫 

   装置)するも、競争環境は激化  

■ 試薬・装置への投資は抑制傾向。 
  医療費削減圧力により市場価格が低下     
 【遺伝子・細菌検査市場(装置・試薬合計)】  
■ 安定成長市場 (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

 ・遺伝子検査 １０％ ・細菌検査 ７％  

■ 遺伝子研究・診断分野 
    ＣＥ*1シーケンサのＤＮＡ鑑定他の解析用途が 
  拡大。第２世代（ＮＧＳ）は臨床研究(癌パネル等) 
  を中心に２桁成長 

■ 既存事業･新規事業への重点投資 
  ・「日立ハイテク九州」の建屋拡張  
   → 製品開発力・価格競争力の強化  
  ・新会社「日立診断産品(上海)」を中心に事業展開 
   → 中国国産品優遇施策や試薬需要へ対応  

■ 成長に向けたさらなる投資の継続 
  ・事業領域拡大へのＭ＆Ａ/コラボレーションの推進 

既存事業の拡大とさらなる柱事業の創出 

科学・医用システム（バイオ・メディカル事業） ① 

*1 ＣＥ（Ｃａｐｉｌｌａｒｙ Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ）：キャピラリー電気泳動式 

 
*2 ＳＣＢ(Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ)：強い試薬会社とのコラボレーション 
  により最高のシステム(装置＋試薬)を提供する日立ハイテクのビジネスモデル 

 

■ 既存事業規模の維持（台数シェアの維持拡大）                 

■ 新成長市場での取り組み強化 
 ・ＣＥシーケンサのＤＮＡ鑑定用途他への対応強化 
 ・独キアゲン社との共同開発事業推進等、新規事業立ち上げ 

・円高による為替影響 
・市場価格低下 

・中国市場の需要増 

トップシェア 
維持 

新製品の継続投入 
ＳＣＢ*2の深化 
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２０１７年度の具体的な取り組み 
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1,861 

科学機器 

電子 
顕微鏡 

△８％ 

＋１７％ 
ﾊﾞｲｵ製品 
その他 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ 
製品 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

＋２％ 

売上収益 
前期比 

(△５％)* 

*バイオ・メディカル事業の前期比 

271 

1,905 

（億円） 

1,327 1,263 

253 

：ＥＢＩＴ 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

■ 新製品の販売拡大による業績確保 
 ・新高速免疫分析装置「ｃｏｂａｓ ｅ８０１」のＷ/Ｗでの販売 
  立ち上げ  
 ・新大形生化学分析装置「ＬＡＢＯＳＰＥＣＴ ００８α」の拡販 
  による日本国内でのシェア拡大  

■ 中国試薬メーカーとの協業 
 中国国産試薬を活用したソリューション提供による事業拡大  
■ 既存事業の強化および新成長市場進出 
  に向けた積極的な技術開発投資  
■ 成長市場における新規事業の早期立ち上げ 
 ・米プロメガ社との小型ＣＥシーケンサのコラボレーション 
  ビジネスの立ち上げ推進と日本向け販売開始  
 ・迅速細菌検査システム「Ｖｅｒｉｇｅｎｅ」用「多項目同時遺伝 
  子検査試薬」の日本での販売拡大 

 

科学・医用システム（バイオ・メディカル事業） ② 

日立自動分析装置 
「ＬＡＢＯＳＰＥＣＴ ００８ α」 

小型ＣＥシーケンサ 
(完成イメージ) 

検査業務の 
効率向上を提供 



Copyright ©2017 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 20 

  科学機器のグローバルメジャープレーヤーをめざす 事業ビジョン 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

【電子顕微鏡】 
 

■ 市場成長率 ２～３％ (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

  地域別市場構成比（２０１５年度）： 

  日本１７％、 欧州２２％、米州１５％、中国２２％、 
  アジア他２４％  
■ 日本の官公庁需要および欧州は減速、 
  中国・アジアは電子デバイス関連需要が 
  活発  
■ 環境・新エネルギー分野で多目的解析/  
  分析・反応過程観察ニーズが増加  
■ 高機能材料から生体サンプルまで、 
  内部構造の三次元解析ニーズが拡大 
 

【科学機器】 
 

■ 市場成長率 ２～３％ (２０１５～２０１８年ＣＡＧＲ) 

 国内市場は官公庁需要減によりほぼ横ばい 
 

■ ライフサイエンス、環境・新エネルギー、 
    新材料等の最先端分野で、高精度で 
  スループットの高い専用機の需要が拡大 
 

■ グローバル販売/マーケティング機能の強化 
 ・Ｗ/Ｗでの販売体制の強化･再整備とＷＥＢコンテンツの充実  

■ ソリューション型ビジネスへのシフト 
 ・多目的解析/分析対応装置のラインアップ強化 
 ・分野別アプリケーション･高付加価値専用機の開発による 
  ソリューションの提供  

■ 成長のためのさらなる投資推進（製品群拡充他） 

グローバル対応強化とソリューション提供 

科学・医用システム（科学システム事業） ① 

市場環境 基本戦略と経営課題 

■ グローバルプレゼンスの強化 
 ・電子顕微鏡･科学機器のＷ/Ｗでの事業拡大と 
    認知度向上 
 

■ 市場トレンドへの対応による競争力強化 

非破壊・その場迅速 
分析事業への参入 

分野別ソリューション 
の提供 

多目的解析/分析 
ニーズへの対応 

安全･安心な社会の実現 
に向けた製品の提供 
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* 科学システム事業の前期比 

1,861 

＋１２％ 科学機器 

＋２６％ 

電子 
顕微鏡 

ﾊﾞｲｵ製品 
その他 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ 
製品 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

＋２％ 
(＋２０％)* 

1,905 

（億円） 

535 642 

売上収益 
前期比 

：ＥＢＩＴ 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

２０１７年度の具体的な取り組み 

■グローバル販売体制/マーケティング機能の強化 
 ・アプリケーションラボの新設（米国・英国・中国）による 
  販売拡大、研究・新事業の開発促進  

■高付加価値専用機の開発･販売 
 ・ＲｏＨＳⅡ対応フタル酸臭化物検査装置  
 ・ＬｉＢ･燃料電池用異物検査装置 
 ･食品検査装置（蛍光指紋他） 
  ・光－電子相関顕微鏡法（ＣＬＥＭ*）用システム 
 ･新材料/半導体/バイオ分野等の伸長市場向けの  
   ソリューションの開発 

科学・医用システム（科学システム事業） ② 

ＬｉＢ異物解析装置 「ＥＡ８０００」 

* ＣＬＥＭ（Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｖｅ ｌｉｇｈｔ ａｎｄ ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ）： 
 光学顕微鏡電子顕微鏡のそれぞれを相関して観察する顕微鏡法  

 

走査電子顕微鏡  
「ＦｌｅｘＳＥＭ １０００」 

･小型･軽量化 
･低加速領域の分解能向上 
･高画質観察 

・微小金属異物を高速検出し 
 その元素を同定 

271 253 
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        新たな価値をお客様と共に追求し、創造する 事業ビジョン 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

■ 主要顧客の投資動向 
 ・メモリメーカー：３Ｄ-ＮＡＮＤ積極投資継続 
 ・ロジック/ファウンドリ：７ｎｍ量産立ち上げ 
  および５ｎｍ世代開発を推進 
 ・中国：外資・国内大手の投資継続 
 

グローバルトップ製品の創出と新領域への展開 

電子デバイスシステム ① 

市場環境 基本戦略と経営課題 

333  
370  

403  424  

0  

200  

400  

15 16 17 18 

ＣＡＧＲ（１５-１８）：８.５％ 

(ＣＹ) 
（出所） Ｇａｒｔｎｅｒ（２０１７年４月）データに基づき当社作成    

（億ＵＳＤ） 
*前工程装置にはＷＬＰ*1装置を含む    

*2 ＭＲＡＭ：Ｍａｇｎｅｔｏｒｅｓｉｓｔｉｖｅ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ  
*3 ＣＩＰ：Ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｐｌａｎ 

基盤事業成長 
（トップ製品提供) 

・ＣＤ-ＳＥＭ 
・コンダクタエッチャ 
・検査装置 

サービス事業 

・ＣＩＰ*3メニュー拡大 
・ビッグデータ活用 
 ソリューション提供 

新ニーズ対応 
（新領域へ進出) 

・オーバーレイ計測（SEM) 
・パターン形状評価（SEM) 
・ＭＲＡＭ*2対応加工装置 

ＩｏＴ市場展開 
（製品ラインアップ拡充) 
・小口径装置 
・パワーデバイス向け装置 
・ＷＬＰ向け製品 

 成長率  
  ・２０１６年４月時予想：４.１％ 
  ⇒２０１７年４月時予想：８.５％に上方修正 
 ・当社実績： 
  ２０１６年度売上収益は前年度比＋２１％ 

■ 半導体製造装置市場 （前工程*) 

■ 基盤事業の継続的成長 
 ・アーリーコラボレーションによる顧客密着型開発 
 ・新たなニーズに対応する製品・ソリューションの提供 
 ・開発加速に向けた国内外開発拠点の強化 
 ・サービス事業の拡大 
 

■ ＩｏＴ市場への展開  
 ・製品ラインアップの拡充 

*1 ＷＬＰ：Ｗａｆｅｒ Ｌｅｖｅｌ Ｐａｃｋａｇｅ    
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プロセス 
製造装置 

（億円） 

評価装置 

1,263 

 
   

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

23 

売上収益 
前期比 

：ＥＢＩＴ 

197 270 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

２０１７年度の具体的な取り組み 

電子デバイスシステム ② 

■ 製品ポートフォリオ拡充にむけ 
      研究開発投資を増強 （前年度比＋２０億円） 
 

  ・国内外各開発拠点の人員、設備を強化 
  ・研究所含む社外連携強化 

国内外開発拠点の強化 
（人員・設備を増強） 

笠戸地区 

研究所連携 

アーリーコラボレーション 
（オンサイト開発） 

台湾 

新装置・新機能・量産技術・ 
先端アプリ開発 

北米 

那珂地区 

提携・共同開発・委託 

コンソーシアム 装置メーカー 

海外 
拠点 

国内 
拠点 

社外 
連携 

高速レビューＳＥＭ 
「ＣＲ６３００」 

ミラー電子式検査装置 
「Ｍｉｒｅｌｉｓ ＶＭ１０００」 

新ニーズ対応新機種 

ＩｏＴ市場向け新機種 
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        産業分野のオンリーワン・ソリューションプロバイダーになる 事業ビジョン 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 産業システム ① 

■ 社会インフラ 
 ・計装システム 
  ＩｏＴとビッグデータ解析による「高度運転支援」 
  ニーズが拡大 

 ・鉄道検測： 市場規模が安定的に拡大 
  【市場成長率】 ７％ （２０１６～２０１８年ＣＡＧＲ）    

■ 産業インフラ 
 ・自動車部品組立： 「環境」「安全・安心」関連への 
   投資拡大 

 ・ＬｉＢ*1製造装置： 欧米・中国での環境規制強化 
   によりＥＶ*2 ・ＰＨＶ*3の開発加速 
 【ＥＶ/ＰＨＶ市場成長率】 ４７％ （２０１６～２０２０年ＣＡＧＲ） 

 ・フレキシブルデバイス： スマートフォン等の 
   需要増により市場拡大 
  【市場成長率】 ４６％ （２０１６～２０２０年ＣＡＧＲ）                    

■ ＩＣＴソリューション 
 ・ＩｏＴ： 製造現場のスマートファクトリー化加速 
   【市場成長率】 １５％ （２０１６～２０２０年ＣＡＧＲ） 

市場環境 基本戦略と経営課題 

・エンジニアリング力の強化 
・ワールドワイドで培ったソーシング力の活用 

先端分野のモノづくりへ 
  次世代生産システムの提供 

産業 
インフラ 

ＩｏＴ技術融合による 
  計装・鉄道検測システムの提供  

社会 
インフラ 

社会・産業分野へ最適ソリューションを提供 
パートナーとの協創による事業拡大 

*1 ＬｉＢ：リチウムイオン電池  *2 ＥＶ：電気自動車 
*3 ＰＨＶ：プラグインハイブリット自動車 

■ 社会インフラ 
        ・クラウドサービスやプロダクト/ソリューション販売を 

         融合した計装事業領域の拡大 

        ・鉄道検測事業拡大と鉄道分野の新事業創生 

        ・太陽光ＥＰＣ*4 、キューバ向け電力事業 

■ 産業インフラ 
        ・自動車部品・ＬｉＢ製造メーカーの活発な設備投資に 
         対応した確実な受注取り込み 

               ・急成長するフレキシブルデバイス市場における 
                  薄膜装置事業の立ち上げ 

■ ＩＣＴソリューション 
        ・モノづくり企業の生産効率向上や事業変革に向けた 
           ソリューションの提供 

エネルギー 

計 装 

鉄道検測 

ＩｏＴ 

自動組立 

薄  膜 

*4 ＥＰＣ：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ, Ｐｒｏｃｕｒｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｓ 
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ソリュー 
ション ＋１５％ 

産業 
インフラ ＋１９％ 

789 

＋１１％ 

877 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

（億円） 

社会 
インフラ ＋３％ 

  

売上収益 
前期比 

：ＥＢＩＴ 

22 26 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

２０１７年度の具体的な取り組み 

■ 社会インフラ 

産業システム ② 

ソリューション拡充／基盤強化 

社会 
インフラ 

産業 
インフラ 

ＩＣＴソリューション 

高付加価値事業 
の創生 

・ 「高度運転支援」ニーズに対応する計装制御と 
 ビッグデータ解析（予兆診断システム ＢＤ-ＣＵＢＥ等） 

   の強化 

・ 営業車搭載鉄道検測装置の拡販 

■ 産業インフラ 

■ ＩＣＴソリューション   

・ キューバ向け電力近代化プロジェクトの推進 

・自動車部品・ＬｉＢ製造装置のハイエンド商材 
 拡充と大手顧客深耕 

・ 生産現場の生産性・ 
  品質向上ソリューション 
 の提供 

・パートナー企業との連携強化による薄膜装置 
 事業の開発促進 

エネルギー 

計 装 

鉄道検測 

ＩｏＴ 

自動組立 

薄  膜 

・ソリューションビジネスの展開による 
  スマートメンテナンスの提案 

＊２０１８年３月期より事業区分の変更に伴い「産業システム」に含まれていた一部製品を 
  「先端産業部材」に移管しております。２０１７年３月期はリステート後の数値となります。  

＊リステート前の実績値はＰ３４をご参照ください。 
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Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 

        製造業向けＦＶＣ*1を商材としたビジネスオーガナイザーをめざす 事業ビジョン 

■投資による新規事業の立ち上げ   
 ・ＦＶＣモデル構築、戦略パートナーとの提携を目的とした 
  投資事業の推進  

■ ＦＶＣを支える共通サービス基盤の確立  

 

先端産業部材 ① 

市場環境 基本戦略と経営課題 

積極的投資とＦＶＣモデル構築の推進 

ＦＶＣ 
バ
リ
ュ
ー 

ＩｏＴ技術による 
生産拠点管理支援 

生産機能 
シェアサービス 

グローバル・ 
ネットワーク提供 

・事業モデルによって異なるＦＶＣのバリューに対し、共通して 
 提供できるサービスとしてＢＰＯなどの支援機能を拡充 

企画・ 
開発 

調達代行ＢＰＯ*2 

調達 

販売代行ＢＰＯ 

製造 販売 サービス 

共通サービス基盤 

ＦＶＣモデル構築を加速し、事業拡大を推進 

 ■ 自動車市場 
   ・２０１７年は前年比＋１.２％の成長（Ｗ/Ｗ販売台数） 

   中国：横ばい  米国：微減 
   日本・ブラジル・アセアン：堅調   

 ■ 素材市場 
  ・国産ナフサ、原油市場はゆるやかに回復傾向 
  ・鉄鋼・非鉄金属市場は上昇傾向   

  ■ エレクトロニクス市場 
  ・車載用半導体部品需要は堅調に推移 
   【市場成長率】 ５％超 （２０１５～２０２０年ＣＡＧR） 

  ・ＥＶ普及に伴い車載用ＬｉＢ需要が増加   
 ■ 光通信市場 
  ・市場全体は好調に推移するも中国・台湾メーカー 
   が台頭 
  ・１００ギガバイトの光トランシーバ－が急拡大 
    【１００ギガバイト光トランシーバ－市場成長率】 
  ２０１７年： ＋３４％ （前年比） 

*1 ＦＶＣ： Ｆｕｌｌ Ｖａｌｕｅ Ｃｈａｉｎ 
*2 ＢＰＯ： Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｐｒｏｃｅｓｓ Ｏｕｔｓｏｕｒｃｉｎｇ 
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822  
1,016  

834 

901 

514 

646 
460  

453  

0  

1,800  

3,600  

17/3 18/3(e) 

(3,691) 

(3,981) 

3,016 

2,629 

＋１５％ 

売上収益・ＥＢＩＴの推移 

（億円） 

＋８％ 

＋２６％ 

＋２４％ 

電子材料 

ＶＣＳ* 

工業材料 

（ ）は純額表示取引を含む取扱高 

売上収益 
前期比 

：ＥＢＩＴ 

22 32 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 先端産業部材 ② 

２０１７年度の具体的な取り組み 

■ 「シェア工場」の立ち上げ 
 

 ・タイにおける「シェア工場」設立を推進 
 ・ＩｏＴ技術の活用による生産管理、 
 設備共有化、在庫管理などにより 
 日本の中小企業の海外進出を 
 支援 
 
  

■ 光通信モジュールＥＭＳビジネスの拡大 

 ・旺盛な需要に対応した生産設備の追加投資  

■ 鉄道分野におけるグローバルＦＶＣサービス提供 

 ・海外パートナー企業との提携  

■ 南米市場の開発 

 ・ブラジル金型鋼販売会社の買収（２０１６年１０月）、 
  Ｈｉｔａｃｈｉ Ｈｉｇｈ-Ｔｅｃｈ Ｓｔｅｅｌ ｄｏ Ｂｒａｓｉｌ Ｌｔｄａ設立 
  ⇒営業基盤強化、周辺事業への展開を加速  

■ 金型管理ビジネス立上げ 

 ・下請法改正に対応したサービス事業の開始 

 
 
 

△２％ 
燃料・ 
化学品他 

アマタ工業団地 
（シェア工場候補地） 

積極的投資とＦＶＣ事業の拡張 

* ＶＣＳ： Ｖａｌｕｅ Ｃｈａｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

＊２０１８年３月期より事業区分の変更に伴い「産業システム」に含まれていた一部製品を 
  「先端産業部材」に移管しております。２０１７年３月期はリステート後の数値となります。  

＊リステート前の実績値はＰ３４をご参照ください。 
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ＥＢＩＴマージン率１０％以上を維持 

収益性 

サービス 
比率 

Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 
ＥＢＩＴ絶対額５０億円以上を実現 
（２０１８年度） 

ＥＢＩＴに占めるサービス事業の割合 
５０％以上を維持    

１８/３ 予想(e) 

１１％ 

３２億円 

６１％ 

研究 
開発 

設備 
投資 

バイオ・メディカル事業を中心に増額 ２７８億円 

事業を支える製造能力の拡充と 
生産技術力の強化 
デモ設備等の拡張による顧客との 

コラボレーションの深化 

２０５億円 

配当性向３０％をめざし、安定配当を維持 ２９.５％ 
株主 
還元 

次世代の成長サイクル形成に向け、 
     リソース増強とインオーガニック成長への戦略投資を実行 

１７/３ 実績 

８００億円* 

４００億円* 

１３％ 

２３億円 

５７％ 

２３６億円 

１４４億円 

２７.４％ 

*２０１６～２０１８年度累計投資規模 

５. まとめ  
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（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。 
（e）は、今回予想（２０１７年４月公表値）    

６．補足資料 
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２０１８年３月期業績予想（セグメント別） 

（億円） 

１,８６１ 

１,２４５ 

７８９ 

２,６２９ 

２７１ 

２７０ 

２２ 

２２ 

１,９０５ 

１,２６３ 

８７７ 

３,０１６ 

２５３ 

１９７ 

２６ 

３２ 

＋２％ 

＋１％ 

＋１１％ 

 ＋１５％ 

△１８ 

△７４ 

＋４ 

＋１０ 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 
売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

前期比 １８/３ 予想(e) １７/３ 実績 

６,４４５ ５３６ ６,８００ ４６０ 全社合計 

売上 
収益 

ＥＢＩＴ 

＋６％ △７６ 

電子デバイス 
システム 

科学・医用 
システム 

産業 
システム 

先端産業 
部材 

＊全社合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれています。 
＊２０１８年３月期より事業区分の変更に伴い「産業システム」に含まれていた一部製品を「先端産業部材」に移管しております。 
  ２０１７年３月期はリステート後の数値となります。  
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受注高推移/分野別売上収益比率（電子デバイスシステム） 

受注高推移 

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 合計 

１６/３ 実績 ２２６ ２３０ ３０２ ４２４ １,１８２ 

１７/３ 実績・予想（前回） ３３４ ３０９ ２５６ ２３３ １,１３３ 

１７/３ 実績 ３３４ ３０９ ２５６ ３７１ １,２７１ 

１８/３ 予想（今回）(e) ５８３ ６４２ １,２２５ 
：前回予想 

：実績 

：今回予想 

（億円） 

0% 50% 100% 

18/3(ｅ) 

17/3 

16/3 

 前工程装置 分野別売上収益比率 

ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他 Ｆｏｕｎｄｒｙ ＭＰＵ 

＊装置本体売上ベース 
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１６／３ １７／３ 前期比 １８／３(e) 前期比 

設 備 投 資 額 １２０ １４４ ＋１９％ ２０５ ＋４２％ 

減 価 償 却 費 １０５ １０５ △０％ １３１ ＋２４％ 

研 究 開 発 費 ２０２ ２３６ ＋１７％ ２７８ ＋１８％ 

日本 北米 欧州 
アジア 

その他 計 
中国大陸 

１６／３ 
売上収益 ２,５５７ ５９２ ８８３ ２,１８９ ８８２ ６８ ６,２９０ 

構成比率 ４１％ ９％ １４％ ３５％ １４％ １％ １００％ 

１７／３ 
売上収益 ２,４９８ ５４６ ８７８ ２,２７４ ８４１ ２４９ ６,４４５ 

構成比率 ３９％ ８％ １４％ ３５％ １３％ ４％ １００％ 

（億円） 

（注）設備投資額は取得ベースにて記載 

（億円） 

■設備投資額・減価償却費・研究開発費 

■地域別売上収益 
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四半期業績の推移 

１６年 
１Ｑ 

１６年 
２Ｑ 

１６年 
３Ｑ 

１６年 
４Ｑ 

売
上
収
益 

/
 

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ 

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム 
売上収益 ４５８ ４６８ ４２２ ５１３ 

ＥＢＩＴ ９２ ５３ ７２ ５３ 

電 子 デ バ イ ス シ ス テ ム 
売上収益 ２７９ ２９３ ３４７ ３２６ 

ＥＢＩＴ ７８ ５８ ９１ ４４ 

産 業 シ ス テ ム 
売上収益 １８４ ２２８ １８４ ３２０ 

ＥＢＩＴ △６ ５ △１ ２４ 

先 端 産 業 部 材 
売上収益 ５９９ ５８７ ６４１ ６７５ 

ＥＢＩＴ ５ ４ ８ ６ 

そ の 他 ・ 調 整 額 
売上収益 △２４ △２４ △１４ △１７ 

ＥＢＩＴ △５ △１１ △４ △３０ 

      合計 
売上収益 １,４９６ １,５５２ １,５８１ １,８１６ 

ＥＢＩＴ １６４ １０９ １６６ ９８ 

税引前利益 １６５ １１０ １６６ ９９ 

親会社株主に帰属する当期利益 １２９ ８０ １２４ ６９ 

（億円） 
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１６年１Ｑ １６年２Ｑ １６年３Ｑ １６年４Ｑ １７/３ 

科学・医用システム ４５８ ４６８ ４２２ ５１３ １,８６１ 

  電子顕微鏡 ５０ ８８ ６８ ９４ ３００ 

  科学機器 ４２ ６５ ５１ ７６ ２３４ 

  メディカル製品 ３３３ ２８０ ２５７ ３００ １,１７０ 

  バイオ製品その他 ３２ ３４ ４７ ４４ １５７ 

電子デバイスシステム ２７９ ２９３ ３４７ ３２６ １,２４５ 

  プロセス製造装置 １４６ １３９ １６５ １３６ ５８６ 

  評価装置 １３１ １５２ １８１ １８９ ６５３ 

  その他 １ ２ １ １ ５ 

産業システム １８４ ２２８ １８４ ３２０ ９１６ 

  社会インフラ ７６ ７８ ７７ １２３ ３５３ 

  産業インフラ ５３ ９１ ５２ １３０ ３２６ 

  ＩＣＴソリューション ５５ ６０ ５５ ６７ ２３７ 

先端産業部材 ５９９ ５８７ ６４１ ６７５ ２,５０２ 

  工業材料 ２５５ ２５２ ２７３ ２９９ １,０７８ 

  電子材料 １９３ １８８ ２０３ ２１０ ７９５ 

  ＶＣＳ* １５１ １４７ １６５ １６５ ６２９ 

（億円） 

主要製品群別売上収益の状況 

* ＶＣＳ： Ｖａｌｕｅ Ｃｈａｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 
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＜資料取り扱い上の注意＞ 
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要および業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。 
・当社が開示する情報のうち、今後の計画、見通し、戦略などの将来予想に関する情報は、開示時点で合理的であると判断する一定の前提に基づき作成しており、リスクや不確実性を含んでおります。 
 当社は、これらの情報を開示する場合には、将来予想に影響を与えると想定される要因を開示することとしています。 
    
   また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で 
  なさるようにお願いいたします。 
 

お問合せ先 
ＣＳＲ本部 本部長付 横井 芳人 
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943 
E-mail： yoshito.yokoi.yp@hitachi-hightech.com 

―中期経営戦略進捗状況/２０１８年３月期業績予想― 
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